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職
業
安
定
所

T
相
談
し
て
下
さ
い

づ

さ
き

巴
本
紙
を
通
じ
て
市

内
の
潜
布
失
業
者
の
方
で

就
踊
を
希
望
さ
れ
る
方
の

調
査
を
行
う
た
め
、
市
役

所
の
市
民
課
ま
た
は
各
出

張
所
で
申
込
書
の
受
付
を

行
い
ま
し
た
が
、
御
申
込

40

0
方
の
内
訳
は
左
記
の

週
わ
で
あ
め
ま
す
・

就
き
ま
し
て

は
火
力
殻
憶

所
建
設
工
事
も
近
く
着
工

の
予
定
で
あ
り
ま
す
の
で

就
努
の
方
は
、
大
村
公
共

職
業
安
定
所
(
向
陽
高
校

遺
族
園
庫
債
券
の
買
上

希
望
者
は
叩
月
初
日
ま
で
申
告
を

一
み

一
よ

一
納

期

日

一

場

所

十
月
十
三
日

〈
木
J

一両
喧
川
強
所

十
月
十
四
日
ハ
金
二
竹
松
山
張
所

十
月
中
'
正
日
〈
土
三
賀
湖
出
張
所

十
月
十
七
日
ハ
月
ゾ
一松
原
出
張
所

十
月
十
ヘ
ヨ

ハ
大
三
大
村
市
役
所

十
月
十
九
日

ハ
水
ゾ

一三
浦
川
張
所

千
月
二
十
日

〔
木
ゾ

一鈴
間
出
強
所

飼
育
犬
は
も
れ
な
く

狂
犬
病
の
予
防
注
射
と
発
銀

者
を
A
R
む
ぱ
が
左
の
各

号
の
一
花
該
当
す
る
も

の

川
生
活
保
護
法
第
十
一
一
傑

の
保
護
を
受
け
て
い
る
者

で
あ
る
こ
と

同
遺
族
年
金
、
又
は
公
務

挟
助
料
の
受
給
等

ι作
い

生
活
保
護
が
疫
止
さ
れ
た

も
の
で
、

生
前
保
護
を
受

け
て
い
た
と
き
に
質
上
償

還
ぎ
れ
て
お
ら
歩
、
且
つ

現
に
生
活
に
困
窮
し
て
い

る
者
で
あ
る
こ
さ

け
生
活
保
誕
は
受
け
て

た
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が
著
し
く
生
活
に

す及 A なし買ムま昭 A
。ぴ市いて h買で和申ろれすす困
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所り務劫高 十 らおを ;放
-.../ま所わと 日 れそ要置

ム下 10月 13 日 ~21 日
さ上の営ー注 3
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。注未登 K Iニ 。くの 知 村 よ 漁午
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を 犬もきす 射 1苛あ健興住第
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下 οる凶 てれでり旨記 犬

皆
さ
ん
の
暖
い
愛
の
心
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グ

赤

共

同

募

金

今
般
戦
傷
病
者
、
戦
股
者
一
遺
書
」
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欄
枇
事
務
所
、

遺
族
等
援
護
法
に
よ
り
、
一
ま
た
は
川
張
所
忙
提
出
し

弔
慰
金
と
し
て
交
付
さ
れ
一
て
下
さ
い
。

た
遺
族
関
庫
債
券
を
、
本
一
ム
買
上
償
還
す
る
趨
族
園

一
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
運
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は
、
毎
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十
月
一
白
か
ら
全
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一
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、
く
わ
ひ
ろ

一
年
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続
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貿
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還
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債
務

-
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ら
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ま
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弱
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犯
叩
仰
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幸
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ぎ
れ
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と
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償
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遺
族
国

い

し

あ

わ

せ

た
枇
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築
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上
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よ
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し
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い

る
枇
会
繭
駈
事
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皆
さ
ん

一た
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で
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当
該
閥
偵
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一
服
債
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は
、
当
該
諮
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暖
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何
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替
え
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急
い
て

職

業

安

定

所

か

ら

念

告

日
月
m
即
日
ま
で
届
出
ヤ

@
各
ω

止ロ

造
林
柿
助
中
間
舎
の
受
付
並
び
に
一説
明
食
を
、
開
催
す
る
の

で
関
係
者
は
仰
参
集
下
さ
い
。
ム
鈴
旧
〈
十
月
五
日
午
後
)
ム
一一
一部
ハ
内
日
午
前
〉
ム
大
村
、
公
民
館

ハ
五
日
午
前
)
ム
凶
大
村

ハ
川
日
午
後
)

へ
プ
汀

Mm
へ
七
日
午
お
J

h

庄
和

へん
川
日
J

A

斗
一川
原
へ
七
日
午
後
V

A
Q

怪
聞

〈
八
日
午
前
〉
A

仏
各
地
阻
は
出
限
所
に
参
集
の
こ
k
ム
当
日
は
各
地
直
共
造
林
申
請
者
は
印
位
並
び
忙
造
林
地
見
取
図
在
持
会
の
之
と
。

の

り

の

ろ
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目
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保
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稲
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課
ぜ

十
月
分
の
お
米
配
給

内

地

米

七

日

分

指
定
外
米

、台
潜
米
》
四
日
分
一

外

米

四

日

分

一

計

一
五
自
分
…

さ
に
な
っ
て
い
る
が
、
十

月
十

一
日
以
降
に
な
れ
ば

そ
O
入
。
八
月
三
十

一
日

以
前
の
矧
州
は
、
被
保
泊
四

者
朋
湘
三

し
て
認
め
ら
れ

在
い
こ
と
に
な

る
。

な
お
、
詳
細
は
安
定
所

陀
御
遠
慮
な
く
お
尋
ね

下
さ
い
。
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西
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れ
る
予
定
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放
館
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小
料
理

喫
茶
手
。
管
業
者
で
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配

希
望
対
及
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千
月
十
日
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?
中
出

F
3
い
。

た
お
、
組
合
加
入

の
業
者

、
組
合
民
主
で
申
川
て
下

3
い。大村ボート

1 0月

li?i 15.16.17.18 

2~百 22.23.24.75



長

室

士

、

陸

軍

、正

た

こ

冬

了

一
間
郎
、
ハ
聞
大
村
〉
山
浦
一
樹
山
羊
の
部

一
カ

ッ

プ

者

三

人

の

た

め

に

完

成

を

一

第

五

聞

に

消

防

半

音
頭
ゴ
ノ
延
6EE
7
i
i〕

一
政
雄
、(一
一一切
依
崎
銀
一
⑥
仔
山
学

一会

長

問

昭

和

初

年

以

来

の

思

い

出

:

;

:

⑪

一
念
い
で
い
た
市
立
敬
喜
一
消
防
施
設
需
主
め

二
四

O
頭
、
二

O
番

が

出

品

一

作

、

8
5
松
本
安
二
理
寺

ハ
岡
大
村
ご

純
文
一

西

・

ぺ

付

一

地

区

一

は

、

同

年

五

月

十

五

日

壇

一

泊

防

自

動

車

の
購
入
左
計

f

一ハ
酉
た
包
岡
山
鵠
弐
郎
一
維
、

一

ム

奏

者

間

霊

地

限

無

燈

火

部

落

の

解

消

へ

一

工

、

六

月

一

日

か

ら

七

名

一

一

倒

し

て

い

た
ポ
、
二
十
九

月
二
十
日
市
内
装
奇
書

Z壁
土

宅

、
犬
、

4
T

一
(
西
大
村
)
前
回
百
作
一
一
等

ハ

首

長

会

主

中

小

室

回

大

付

池

随

一

?

:

一

を

収

容

、
現
在
二
十
二
名
一
年
一
九
月
足
首
第
一
分

代
市
北
パ
山
継
で
、
第
六
回
者
宅
島
北
八
一
委
主
開
催
、
北
川
は
札
庭

j
私
、
問
一
似
、
南
一
司
緬
羊
の
部
一
ハ
グ
)
石
-
仁
夜
枇

一ム

E
l
四
た
付
場
一
色
横
山
煩
に
点
燈
一
グ
ラ
フ
、

1
7
う
d

一、

一
の
老
人
が
支
附

2
3消
を
一
閣
に
時
入
間
置
、
五
月
末

治
、
北
高
等
よ
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多
数
参
加
、
地
一刀
、
と
合
せ
約
三
五

O
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の
参
観
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か
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一
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45
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萱
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地
直

t
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付
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選
っ
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;
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…
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、
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問
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④
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宜
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、
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与
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整
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事
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事
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西
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付
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湖
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時
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刊
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時

十
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一
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時
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水
害
の
後
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一

お
中
込
み
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5
い
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一

す

る

二

と

が

で

き

る
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人

以

ヒ

飛

単

ず

る

こ

と

一

同

交

通

ひ

ん

策

な

遵

必

表

示

、

審

議

官

。

手

信

一

病

が

、

発

生

し

ま

一

ム
拶
母
。
資
情

一同

カ

フ

ェ

ラ

ン

ヂ

ヤ

地

方

但

し
第
二
種
原

動
機
一
で
縁
側
を
細
み
、
他
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付
け
一

川

同

時

立

院

す

一

日

制

邸

側

問

時

制

ト

閉

山

崎

郡

わ

れ

は

一

は

れ

削

計

れ

μ

…
…
わ
た
者
・
罰
金
、

一一
ま
し
ょ
う
o

一

啄
叫
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力
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四
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及
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輪
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に
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才
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で
あ
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こ
と
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支
…
尚
一
一
一
O
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0
0
0
ク

て

六

才

未

満

O
者
を
二
四
焚
過
の
防
省
と
な
る
前
直
後
を
横
断
し
た
丘
一
を
守
ら
な
加
っ
た
者
:

同

渡

航

者

は

政

府

か

ら

律

一

ル

屯

イ

ロ
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乗
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右
は
大
賑
わ
い
。

怠
国
産
共
治
会
風
景

交
通
事
故
ヤ
追
放
易
し
ょ
、
フ

交
通
遁
俸
高
揚
巳
御
協
力
下
さ
い

け
人
家
び
並
ん
だ
場
所

ま
た
法
、
交
通
ひ
ん
消
却

な
遺
路
に
お
い
て
、
ぎ

よ
者
台
。
設
備
の
な

υ

牛
鳴
市
中
C

燥
縦
者
が
梁

っ
て
通
行
す
る
こ
と
・

同
十
四
才
未
満
の
替
を

牛
馬
車
っ
操
縦
者
と
し

て
使
用
、
ま
た
は
馬
丁

と
す
る
三
と
。

同
牛
問
均
等
ぞ
道
路
に
設

置
す
る
三
止
。

川
門
牛
馬
ぞ
交
通
h
必
要

一
な
標
識
調
に
つ
な
ぐ
こ

禁

止

行

潟

川
み
だ
り
じ
た
き
火
注

し
、
ま
た
は
「
ご
み
」

竹
木
、
七
砂
、
瓦
か
け

釘
、
屑
物
等
を
拾
て
た

め
、
道
路
に
ど
ろ
土
、

汚
水
を
ま
く
こ
と
。

付
荷
造
り
、
荷
と
き
、

そ
D
他
の
作
業
を
す
る

こ
ミ
・
た
w
h

し
交
通
量

の
少
な
い
場
所
、
ま
た

は
、
当
詰
警
察
官
の
承

認
を
受
け
た
と
き
は
、

三
の
限
り
で
な
い
。
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